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2019年 1月に北の浦（リュツォホルム湾・東南極）で 
採集された魚類の記録
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　Abstract:　Continuous monitoring of fish fauna is important for evaluating effects of 
fisheries and environmental changes on the Antarctic marine ecosystem.  In January 2019, 
we collected 52 individuals of 5 species of notothenioid species in Kita-no-ura cove, 
Lützow-Holm Bay, East Antarctica.  The emerald rockcod Trematomus bernacchii was the 
most dominant (N＝39), while the sharp-spined notothen T. pennellii was the second most 
common species (N＝10).  The number of T. pennellii was larger, but the number of T. 
hansoni (N＝1) was smaller than previous studies.  The relationship between body weight 
and total length of T. bernacchii and T. pennellii indicated that the body weight of T. 
pennellii tends to be higher than that of T. bernacchii of equal total length.  Body weight is 
in proportion to total length to the power of 3.23 (95% confidence interval: 3.00­3.46); 
therefore, the deviation from isometry, the power of 3.33, was not observed.

　Keywords:  Notothenioidei, Syowa Station, Trematomus bernacchii, Trematomus 
pennellii

　要旨:　漁業活動や環境変化による南極海洋生態系への影響を評価する上で，魚
類相のモニタリングを継続的におこなうことが求められる．2019年 1月に北の浦
（リュツォホルム湾・東南極）でナンキョクカジカ亜目 Notothenioideiの魚類計 5種，
52個体を採集した．最も多く採集されたのはショウワギス Trematomus bernacchii
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（39個体）であり，次に多く採集されたのはヒレトゲギス T. pennellii（10個体）
であった．本調査では過去の報告に比べてヒレトゲギスの採集が多く，ウロコギ
ス T. hansoniの採集が少なかった（1個体）．ショウワギスとヒレトゲギスについ
て体重と全長の関係を推定したところ，同じ全長の場合にはヒレトゲギスの体重
が大きくなる傾向があった．また，体重は全長の 3.23乗（95%信頼区間：3.00­3.46）
に比例しており，アイソメトリー（等成長：3.33乗）からの乖離は確認できなかっ
た．

　キーワード：　 ナンキョクカジカ亜目，昭和基地，ショウワギス，ヒレトゲギ
ス

1．　は じ め に
　南極にはナンキョクカジカ亜目 Notothenioideiを中心に様々な魚類が生息しており

（Eastman, 2005），昭和基地周辺には少なくとも 12種の魚類（ナンキョクカジカ科 Notothe-

niidae 10種，カモグチウオ科 Bathydraconidae 1種，ゲンゲ科 Zoarcidae 1種）が生息してい

るとされている（岩見・内藤，1983）．昭和基地周辺の魚類相については，これまで釣りや

かごによる採集の結果が報告されている（Abe and Hoshiai，1972; 山中，1982; Naito and 

Iwami，1982）が，30年以上前の記録である．McMurdo Soundにおいては 2005年から 2010

年の間での魚類相の変化が報告されており（Buckley, 2013），漁業活動や環境変化による南

極海洋生態系への影響を評価する上で，魚類相のモニタリングを継続的におこなうことが求

められる．

　本稿では，2019年 1月に昭和基地の北東にある北の浦で採集された魚類について報告する．

本稿は，今後の南極における魚類相のモニタリングをおこなう際の基礎データとなることが

期待される．

2．　方法
　2019年 1月に，北の浦海氷上の 6地点でアイスドリル（Jiffy model 30 XT, Feldmann Engi-

neering）を用いて海氷に穴をあけた（表 1）．これらの 6地点（水深 48.4⊖99.2 m）で，穴釣

りをおこない，底生魚類の採集をおこなった．釣り餌にはサバまたはイカの切り身を用いた．

採集した魚類の全長と体重を測定した．採集個体数の多かったショウワギス Trematomus 

bernacchiiとヒレトゲギス Trematomus pennelliiを対象に，体重と全長の関係を表す以下の式

を推定し，赤池情報量規準（AIC）によって選択した．

　　　　　　　　 　　　log W＝b0＋b1 log TL＋b2 Sp＋b3 Sp log TL ⑴　

　　　　　　　　 　　　　　　log W＝b0＋b1 log TL＋b2 Sp ⑵　
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　　　　　　　　　　　　　　　　log W＝b0＋b1 log TL ⑶　

　ここで，Wは体重，TLは全長，Spは種を表し，b0，b1，b2は定数を表す．推定には R ver 3.5

（R Core Team 2018）を使用した．

表 1　北の浦（リュツォホルム湾・東南極）での魚類採集地点
Table 1.  Fishing sites in Kita-no-ura cove (Lützow-Holm Bay, East Antarctica)

3．　結果と考察
　2019年 1月 7日から 1月 18日までのうち 8日間で釣りをおこない，計 5種，52個体を採

集した（表 2）．最も多く採集されたのはショウワギス Trematomus bernacchii（図 1a，b）で

あり，次に多く採集されたのはヒレトゲギス Trematomus pennellii（図 1a，c）であった．また，

ウロコギス Trematomus hansoni（図 2），ライギョダマシ Dissostichus mawsoni，キバゴチ

Gymnodraco acuticepsについても各 1個体採集された．これらはすべてこれまでに昭和基地

周辺で採集されたことのある種である（岩見・内藤，1983）．

　昭和基地周辺でショウワギスが多く採集されることは，これまでの報告と一致する（Abe 

and Hoshiai, 1972; 山中，1982; Naito and Iwami, 1982）．一方，Naito and Iwami（1982）ではヒ

レトゲギスが 350個体中 4個体，ウロコギスが 350個体中 88個体採集されており，山中（1982）

ではヒレトゲギスが 502個体中 0個体，ウロコギスが 502個体中 76個体採集されている．
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表 2　 2019年 1月に北の浦（リュツォホルム湾・東南極）にて採集された魚類
の概要

Table 2.  Summary of fish sampled in Kita-no-ura cove (Lützow-Holm Bay, East 
Antarctica) on January 2019

図 1　（a） ショウワギス Trematomus bernacchii（上）とヒレトゲギス Trematomus pennellii（下），
（b） ショウワギス（撮影：柏瀬陽彦），（c） ヒレトゲギス．なお，（a） の個体にはオレン
ジ色の標識（TBF-1，Hallprint）を装着している．

Fig. 1.  (a) Trematomus bernacchii (upper side) and Trematomus pennellii (lower side), (b) Trematomus 
bernacchii (Photo: Haruhiko Kashiwase), (c) Trematomus pennellii. Orange tags (TBF-1, 
Hallprint) were attached to individuals in Fig. 1 (a). 
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本調査ではこれらに比べてヒレトゲギスの採集が多く（52個体中 10個体），ウロコギスの

採集が少なかった（52個体中 1個体）．この違いの原因としては，採集場所の違い，魚類相

の季節変動および年次変動が考えられる．実際に，昭和基地周辺であっても場所によってウ

ロコギスおよびハゲギス Trematomus newnesiの採集頻度に差があることが報告されており

（山中，1982），場所によって各魚種の生息密度が異なっている可能性がある．しかし，ショ

ウワギス，ヒレトゲギス，ウロコギスはいずれも底生で，幅広い餌生物を捕食する点で共通

している（La Mesa et al., 2004; Cherel et al., 2011）ことから，これらの生息環境や分布の違

いについてはさらなる研究が待たれる．また，McMurdo Soundにおいて 5年の間にハゲギス，

ニセハゲギス Trematomus nicolai，ボウズハゲギス Pagothenia borchgrevinkiの採集頻度が急

増している（Buckley, 2013）ことを考えると，魚類相が年次的に大きく変化している可能性

もある．

　体重と全長の関係は，わずかな差ながらモデル（2）が支持され（表 3），同じ全長の場合

にはショウワギスよりもヒレトゲギスの体重が大きくなる傾向にあった（図 3）．ただし，

採集されたヒレトゲギス 10個体はすべて全長 195 mm，体重 134 g以下であったが，ショウ

ワギスでは 39個体のうち 6個体がこの全長，体重を上回っていた．また，体重は全長の 3.23

乗（95%信頼区間：3.00⊖3.46）に比例していた．アイソメトリー（等成長）の場合には，体

重は全長の 3.33乗に比例することになるが，そこからの乖離は確認できなかった．これは，

Terra Nova Bayのショウワギスにみられる体重と全長との関係と合致した（La Mesa et al., 

1996）．

　本稿は，昭和基地周辺で採集された魚類について 1980年代以来となる報告をおこなった．

採集された魚種に新しいものはなかったが，その頻度には違いがみられた．本研究では釣り

による採集をおこなっており，採集されうる魚種が限定されている可能性がある．岩見・内

藤（1983）が指摘するように，魚類相のさらなる理解のためには異なる採集方法の検討も求

められる．

図 2　ウロコギス Trematomus hansoni（a） 頭部，（b）側面
Fig. 2.  (a) Head and (b) lateral side of Trematomus hansoni
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図 3　体重と全長の関係（白丸：ショウワギス，黒丸：ヒレトゲギス，四角：ウロコギス，菱形： 
ライギョダマシ）．実線，破線はそれぞれショウワギス，ヒレトゲギスの関係モデルを表
す．

Fig. 3.  The relationship between body weight and total length (hollow circle: Trematomus bernacchii, 
filled circle: Trematomus pennellii, square: Trematomus hansoni, diamond: Dissostichus 
mawsoni). Solid and dashed lines indicate the model of T. bernacchii and T. pennellii, 
respectively.

表 3　体重と全長の関係モデルの AIC値と係数の推定値（95%信頼区間）
Table 3.  AIC values and estimated coefficients (95% confidence intervals) of models for the 

relationship between body weight and total length.
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